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アクセスポイント自動ロケーション
アクセスポイント自動ロケーションソリューションは、さまざまなレンジングテクノロジーと

アルゴリズムを組み合わせることで、グローバル座標で APを効果的に自己位置特定するのに
役立ちます。

このソリューションは、FineTimingMeasurement（FTM）と全地球航法衛星システム（GNSS）
（利用可能な場合）を活用して、正確で自動化された最新の APロケーションを提供します。
GNSSにアクセスできない場合は、フロアごとにいくつかの手動アンカーを配置する必要があ
ります。この機能には、隣接する APが最大電力で相互に通信できる AP密度が必要です。ア
クセスポイント自動ロケーション機能の精度は、建物のタイプと AP間の距離によって異なり
ます。

範囲オーケストレーションをAPで有効にするために必要な設定は、Cisco Catalyst 9800シリー
ズワイヤレスコントローラのアクセスポイント自動ロケーション機能を使用して行います。

詳細については、『Cisco Catalyst 9800 Series Wireless Controller Software Configuration Guide』
の「アクセスポイント自動ロケーション」のセクションを参照してください。

Cisco Spacesでは、APの自動ロケーションソリューションをサポートするために、[メニュー

（Menu）（ ） > [セットアップ（Setup）] > [デバイスの配置（Device Placement）] で新機
能の [デバイスの配置（Device Placement）]を使用できます。
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図 1 :デバイスの配置

AP自動ロケーションソリューションは、Cisco Spacesのデジタルマップ上でAPを自動的に特
定します。管理者がフロアプラン上の既知のロケーションを持つ複数のAPをアンカーにする
と、この機能は残りのAPの位置を特定し、リッチマップに自動的に配置します。APにグロー
バルポジショニングシステム（GPS）機能がある場合、アンカーはマップ上で自動的に配置
されます。

アクセスポイント自動ロケーションの制限事項

この機能は、default-site-tagではサポートされていません。

サポートされるプラットフォーム

APの自動検出機能は、次のプラットフォームとバージョンでサポートされています。
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表 1 :サポートされるプラットフォームとバージョン

リリースプラットフォーム製品

必要な最小バージョンはCisco
IOS XE 17.12.1

• Cisco Catalyst 9130シリー
ズアクセスポイント

• Cisco Catalyst 9136シリー
ズアクセスポイント

• Cisco Catalyst 9164シリー
ズアクセスポイント

• Cisco Catalyst 9166シリー
ズアクセスポイント

Cisco Catalyst 9100ファミリア
クセスポイント

Cisco IOS XE 17.12.xCisco Catalyst 9800シリーズワ
イヤレスコントローラ

Cisco Catalyst 9800シリーズワ
イヤレスコントローラ

ロケーションサービス3.1.0.94
以降

Cisco Spaces:コネクタ 3Cisco Spaces

サポートされているプラットフォームに加えて、 Cisco Spacesクラウドアカウントも必要で
す。

（注）

APの自動検出の前提条件
デバイスを正しく配置するには、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラは Cisco Spaces：コネクタに接続し
ており、両方を Cisco Spacesクラウドアカウントで使用できる必要があります。詳細につ
いては、『Cisco Spaces:コネクタ 3コンフィギュレーションガイド』の「Cisco Catalyst
9800シリーズワイヤレスコントローラにコネクタを接続する」を参照してください。

•フロアに APを配置するには、リッチマップを使用できる必要があります。ロケーション
とマップ機能を使用して、リッチマップを追加します。詳細については、「ロケーション

とマップの設定」を参照してください。

•サイトタグはフロアに必須です。Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラの
GUIを使用してサイトタグを作成します。Cisco Spacesに配置する APは、サイトタグに
関連付けられている必要があります。サイトタグの設定方法について詳しくは、Cisco
Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラソフトウェアコンフィギュレーションガ
イドの「サイトタグの設定」をで参照してください。

• APの詳細時間測定（FTM）測距データを生成します。[詳細の表示（View Details）]をク
リックして、測距データの可用性を確認し、AP間の測距データを生成します。
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AnyLocateの測定データの生成
APの自動検出プロセスを開始する前に、APを Cisco Spacesに自動的に配置するために、AP
のAnyLocateの測定データを生成する必要があります。測距プロセスにより、選択したエリア
の APチャンネルが共通チャンネルに変更され、FTMを使用して AP間の距離が特定されま
す。このプロセスは、一度だけ、または APが別の環境に移動または追加されたときに実行す
る必要があります。

Cisco Spacesを使用して、APの Fine TimeMeasurement（FTM）の測距データを生成し、フロア
マップに配置します。FTM測距データはRSSIよりも復元力があり、精度が高くなります。サ
イトタグを選択し、そのサイトタグに関連付けられているすべての APの測距データを生成し
ます。

始める前に

Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラの GUIを使用して、次のことを行いま
す。

• Geolocation Derivation Using Ranging（測距を使用した地理位置情報の逸脱）を有効にする
と、Geolocation Derivation Using Rangingと対応する APを、APの地理位置情報を決定す
るために測距を使用するロケーションサービスに参加させることができます。

• [アクセスポイント測距パラメータの設定（Configuring Access Point Ranging
Parameters）]https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/9800/17-12/config-guide/
b_wl_17_12_cg/m_ap_crash_file_upload_
ewlc.html#configuring-access-point-ranging-parameters-gui：APが FTMプロトコルをサポート
できるようにします。

• AnyLocateの測定データプロセスは、デフォルトのサイトタグではサポートされていませ
ん。

•このプロセスは中断を意味するため、ネットワークがあまりビジー状態でないときに測距
プロセスのスケジュールを設定することを推奨します。このプロセスには約 10分かかり
ます。

• AnyLocateの測定測距プロセスは、サイトタグごとにトリガーできますが、デフォルトの
サイトタグではサポートされていません。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。
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ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコン（ ）をクリックし、[セットアップ
（Setup）] > [デバイスの配置（Device Placement）]を選択します。

ステップ 3 [デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウで、 [生成（Generate）]をクリックします。

Day-0構成シナリオでは、使用可能な AP測距データはなく、GUIに表示される [生成（Generate）]オプ
ションをクリックして、AP測距データ生成プロセスを開始する必要があります。 [AnyLocateの測定デー
タの生成（Generate AnyLocate measurement Data）]ウィンドウには、サイトタグ、測距対応APの数、コン
トローラ、および APモデル情報が表示されます。

図 2 : AnyLocateの測定データの生成

ステップ 4 [サイトタグ（Site Tag）]列で、AnyLocateの測定データを生成するサイトタグを選択します。

選択したサイトタグと対応するコントローラの詳細が、ウィンドウの右側に表示されます。 [サイトタグ
（Site Tag）]チェックボックスをオンにして、すべてのサイトタグを選択することもできます。

（注）

デフォルトのサイトタグの測距データの生成は、Cisco Spacesではサポートされていません。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 AnyLocateの測定データを生成するスケジュールオプションを選択します。次のオプションを使用できま
す。

•後で実行するようにスケジュールする（Schedule it for later）：AnyLocateの測定データを生成する日
時を指定するには、このオプションを選択します。
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•すぐに生成（Generate Now）：AnyLocateの測定データの生成を続行するには、このオプションを選
択します。

ステップ 7 [Generate]をクリックします。

デバイスを配置する
デバイスの配置機能を使用して、フロアマップにAPを配置します。CiscoSpacesは、さまざま
な測距技術とアルゴリズムを使用して、グローバル地理座標に従って APを配置します。AP
をマップ上に正しく配置するには、各フロアに対してサイトタグを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコン（ ）をクリックし、[セットアップ
（Setup）] > [デバイスの配置（Device Placement）]を選択します。

ステップ 3 [デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウで、[フロア（Floor）]ドロップダウンリストから、デ
バイスを配置する必要があるフロアを選択します。

•リッチマップは APを配置するために必須です。リッチマップが利用できないロケーションには、
APを配置できません。

• [マップのないロケーションを表示（ShowLocationswithoutMap）]チェックボックスをオンにして、
リッチマップのないロケーションをフィルタリングして表示します。

ステップ 4 Day 0構成シナリオでは、APがフロアに配置されていないことを示すメッセージが表示されます。[AP
の配置（Place APs）]をクリックしてデバイスを配置します。

[APの配置（Place APs）]ウィンドウは、[APの選択（Choose APs）]、[APの配置（Place APs）]、および
[確認と公開（Review & Publish）]の 3つのセクションで表示されます。

ステップ 5 [APの選択（Choose APs）]セクションで、特定のフロアに配置する APが含まれているクラスタに対応
するチェックボックスをオンにします。

（注）

•デフォルトでは、[ネイバーAPを自動的にグループ化（Automatically group neighbor APs）]チェック
ボックスがオンになっており、APは自動的にグループ化されます。APのグループ化を解除し、単
一のリストとして表示するには、このチェックボックスをオフにします。

•利用可能なすべての APクラスタと合計 AP数が表示されます。

•各クラスタについて、コントローラ、スイッチ、およびサイトタグ情報を表示できます。

•複数のクラスタを選択してフロアに割り当てることができます。

アクセスポイント自動ロケーションの設定

6

アクセスポイント自動ロケーションの設定

デバイスを配置する

https://dnaspaces.io/login


•デフォルトのサイトタグを持つ APは、APグループ化から除外されます。

• APグループ化機能は、コネクタの 2023年 5月リリースで使用できます。APグループ化機能を有効
にするには、コネクタを最新バージョンにアップグレードすることを推奨します。

a) （オプション）APクラスタをクリックして展開し、グループネイバーの下で使用可能な APを表示
します。

右側のパネルに、選択した AP名と数が表示されます。次の AP情報を表示できます。

•名前

• AP Model

• MACアドレス（MAC Address）

• Controller

•サイトタグ

• Switch Name

• IP Address

b) （オプション）APを検索するには、[検索（Search）]フィールドにAP名を入力し、Enterを押しま
す。

c) （オプション）[フィルタ（Filter）]をクリックして、フィルタリングパラメータを入力し、使用可
能な APを表示します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [APの配置（Place APs）]セクションでは、自動的に配置された APを表示できます。

アクセスポイント自動ロケーションの設定
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図 3 : APの自動配置

APが正常に配置されると、次のメッセージが表示されます。「The AP placement is complete
for this floor. Please verify AP positions and make adjustments if needed or
click “Next” to proceed（このフロアの APの配置が完了しました。APの位置を確認し、必要に
応じて調整するか、[次へ]をクリックして続行してください。）」

（注）

•青色で強調表示されている APは、アンカー APとして適していません。

•すべての GPS対応 APは、報告された GPS測定値に基づいて自動的にマップに配置されます。任意
のAPの位置を調整して、フロア上のすべてのAPに、より正確な位置を提供するアンカーとしてそ
れらの APを設定できます。

• GPS対応 APがない場合、APは AP間の相対的な位置データに基づいて配置されます。

a) 必要な APを選択し、手動で位置を調整します。

（注）

APは次のように色分けされています。

•自動配置された APは青色

•手動で調整された APは明るい緑色と暗い緑色

追加のGPSモジュールが接続されているAPは、暗い緑色で表示されます。APをクリックすると、
右側のパネルに追加情報が表示されます。

b) 4つのAPの配置を調整すると、再校正を確認するメッセージが表示されます。[再校正（Recalibrate）]
をクリックして、アルゴリズムを再度実行し、APを自動配置します。
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[スキップ（Skip）]をクリックして、この手順をスキップします。

c) （オプション）APの配置を調整するには、（リッチマップの上部にある ）

各コントロールを使用して必要に応じてAPグループの位置を再調整し、[位置の確認/続行（Confirm
Position/Proceed）]をクリックします。

APグループ全体を反転または回転して、グループの配置を調整できます。新しい配置を確認する
と、APグループリングは使用できなくなります。

図 4 : APの配置セクション

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [確認と公開（Review & Publish）]セクションで、APを選択します。

[アクセスポイントの詳細（Access Point Details）]スライドインウィンドウが表示されます。

a) デフォルトの APの高さを編集し、必要に応じて AP固有のパラメータを変更します。

APのデフォルトの高さを設定すると、マップに配置されているすべての APは同じ APの高さパラ
メータを継承し、 Cisco Spaces：Detect and Locateアプリケーションで共有されます。

b) [Save]をクリックします。

ステップ 10 [公開（Publish）]をクリックします。
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ポップアップメッセージが表示されたら、 [完了（Done）]をクリックします。配置されたAPは、Cisco
Spaces：Detect and Locateアプリケーションで表示できます。

デバイスの配置の編集
[APの配置の変更（Modify AP Placement）]オプションを使用して、フロアにある APの配置を
更新します。このオプションは、選択したフロアの APがすでにフロアマップに配置されてい
る場合にのみ、[デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウで有効になります。

APの配置に変更があった場合、[デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウにメッセー
ジが表示されます。[表示（View）]をクリックして [AP通知（APs Notifications）]スライドイ
ンウィンドウを表示します。削除された AP、または別のフロアに移動された APを確認し、
必要なアクションを実行できます。

次の APの詳細を表示します。

• AP Name

• Mac Address

•レポート時間

•詳細

•ステータス

•コントローラ IPアドレス

手順

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコン（ ）をクリックし、[セットアップ
（Setup）] > [デバイスの配置（Device Placement）]を選択します。

ステップ 3 [デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウで、[フロア（Floor）]ドロップダウンリストから、デバ
イスの配置を編集する必要があるフロアを選択します。

ステップ 4 [APの配置の変更（Modify AP Placement）]をクリックします。

ステップ 5 [APの選択（Change APs）]エリアで、更新する必要がある APのチェックボックスをオンまたはオフにし
ます。

フロアに関連付けられたサイトタグは、APモデル、MACアドレス、コントローラ、スイッチ名などのAP
の詳細とともに表示されます。

選択した APは、 [選択済みAP（Selected APs）]セクションの下に表示されます。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
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ステップ 7 [APの配置（Place APs）]エリアでは、APの自動配置を表示できます。

CiscoSpacesは、APの場所を計算し、フロアマップに配置します。APを含むリッチマップと、計算された
各APに対する計算された信頼度パーセンテージを表示します。計算されたAPが正しく配置されない場合
は、APの配置を手動で調整できます。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [確認して公開（Review and Publish）]エリアで、APの配置の精度を確認し、 [公開（Publish）]をクリック
します。

AnyLocateの測定データステータスの表示
APロケーションを処理するには、AnyLocateの測定データが必要です。測定データを生成する
と、測距プロセスに参加している APのワイヤレス接続が中断されることがあります。

手順

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコン（ ）をクリックし、[セットアップ
（Setup）] > [デバイスの配置（Device Placement）]を選択します。

ステップ 3 [デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウで、 [詳細を表示（View Details）]をクリックします。

[AnyLocateの測定データステータス（AnyLocate Measurement Data Status）]ウィンドウが表示されます。次
の AnyLocateの測定データステータスを表示できます。

• APおよびサイト数用に生成された測距データ

•サイトタグのない APの数

•測距データをサポートしていない AP

•範囲データを生成するスケジュールがあるサイトタグの数

ステップ 4 （オプション） [管理/履歴の表示（Manage / View History）]をクリックして、測距データ生成の履歴を表
示します。

[測距データ履歴（Ranging Data History）]ウィンドウには、実行済みとスケジュール設定済みの両方の履
歴ステータスが表示されます。測距データ生成スケジュールをキャンセルするには、[キャンセル（Cancel）]
をクリックします。

ステップ 5 [AP間測距データステータス（AP to AP Ranging Data Status）]ウィンドウでは、次のオプションを表示しま
す。

•サイトタグ（Site Tag）：サイトタグを表示します。デフォルトのサイトタグは、AP測距データでは
サポートされていません。
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•測距対応AP（Ranging Capable APs）：フロアに配置されているAPの総数から、測距データを生成で
きるAPの数を表示します。数字をクリックすると、スライドインウィンドウに詳細が表示されます。

•コントローラ（Controller）：コントローラを表示します。

• APモデル（AP model(s)）：APモデルを表示します。

•ステータス（Status）：測距データが生成されているかどうかのステータスを表示します。サイトタグ
に測距データが生成されない場合、ステータスは [使用不可（Not Available）]と表示されます。[生成
（Generate）]をクリックすると、データを生成して続行できます。測距データがすでに生成されてい
る場合、ステータスは [使用可能（Available）]と表示されます。必要に応じて、[再生成（Re-Generate）]
をクリックしてデータを再生成できます。

•最終生成（Last Generated）：測距データ生成のタイムスタンプの詳細を表示します。

図 5 : AnyLocateの測定データステータス

ステップ 6 [閉じる（Close）]（ ）アイコンをクリックして、ウィンドウを閉じます。
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APの表示

手順

ステップ 1 [Cisco Spaces]にログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコン（ ）をクリックし、[セットアップ
（Setup）] > [デバイスの配置（Device Placement）]を選択します。

ステップ 3 [デバイスの配置（Device Placement）]ウィンドウで、[フロア（Floor）]ドロップダウンリストから、配置
された APの詳細を表示するフロアを選択します。

ステップ 4 [APの表示（View APs）]をクリックします。

スライドインウィンドウには、フロアに配置された APの詳細が表示されます。

次の AP間の測距データステータスを表示できます。

• APの総数

•アンカー APの数

•自動的に配置された APの数

ステップ 5 次の APの詳細を表示します。

•名前

• AP Model

• MACアドレス

• Controller

•サイトタグ

• Switch Name
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図 6 : APの詳細を表示

ステップ 6 [閉じる（Close）]（ ）アイコンをクリックして、スライドインウィンドウを閉じます。
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